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 第１２施設群（群長・山下１佐）は、令和６年５月８日（水）から５月１６日（木）までの
間「令和６年度演習場春季定期整備」を北海道大演習場（島松地区）、孫別演習場及び然別演
習場で実施しました。 
 整備開始に先立ち、整備隊長である群長は開始式で「施設技術の発揮」「安全管理の徹底」
の２点を要望し、「各隊員は目標を確立し、それらを着実に実行して、全隊員が一丸となって
無事任務を完遂することを期待する。」と述べました。 
 北海道大演習場（島松地区）では、第３９８施設中隊（中隊長・神谷１尉）が１０号道の装
軌車道路盤強化整備を実施し、７２０㎥ズリ敷設及び装軌車道を２７㎞に及ぶ路面成形を実施
しました。第３９９施設中隊（中隊長・松村１尉）は通信中継所拠点整備支援として骨材敷設
及びカナフレックスの設置を実施しました。第４００施設中隊（中隊長・中山２尉）は装輪車
道整備（路面成形・側溝構築）５１．４㎞、溜めます浚渫、埋め戻し整備を実施しました。ま
た然別演習場では機械力をもって第５旅団を支援し演習場整備に寄与しました。 
 １５日、１６日には団整備副隊長、第３施設団高級幕僚の現地指導等を受け、第１２施設群
の施設技術の高さを再認識していただき、本演習場定期整備を無事に終了しました。 
 一方、孫別演習場自隊整備では本部管理中隊（中隊長・内城１尉）が外柵整備を担任し、豪
雪地帯の岩見沢では雪の重みで支柱の変形、破損及び鉄条網の断線が生起したことから、駐屯
地の警備態勢を維持するため早期に補修を実施しました。 
 １１日（土）には、防衛・駐屯地モニター３名が演習場整備の作業を見学され、普段見るこ
とが出来ない隊員の雄姿と、第１２施設群の高い施設技術に関心されていました。その後、宿
営地に前進し、隊員たちが作る野外炊事の様子を見学していただいた後、作ったカレーライス
を食べていただき「大変美味しいです。」とのお言葉を頂きました。最後に南恵庭駐屯地の史
料館及び売店を見学していただき終了しました。 
 第１２施設群はこれからも第３施設団の基準杭として方面隊の道場化に寄与していくため施
設技術の練度維持・向上に努めていきます。 

北大演 
装輪車道整備（400施中） 
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通信中継所拠点整備（399施中） 
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第１２施設群整備隊記念撮影 

整備隊長（群長） 

左舘２曹 
（４００） モニター様と群長の記念撮影 



 第１２施設群（群長・山下１佐）は令和６年５月２０日（月）～２４日（金）の間「第３９８施設中隊（中隊長・
神谷１尉）及び第３９９施設中隊（中隊長・松村１尉）訓練検閲」を実施しました。 
 訓練検閲開始に当たり統裁官（群長）として「任務の完遂」「安全管理の徹底」の２点を要望しました。 
各中隊の任務は「全般支援任務を付与された施設中隊の行動」であり当初２０日から２２日の朝までは、岩見沢駐屯
地及び孫別演習場で「重要防護施設の防護」任務にあたり施設への出入者等や車両の点検を自衛隊の権限や武器使用
規範に基づいた行動を確実に行いました。 
 ２２日の朝から各中隊は北大演に移動して当初、偽集結地へ進入して車両や指揮所等のデコイを構築し、じ後、中
隊本部を主体に別の地域に夜間移動し集結地を占領しました。 
 第３９８施設中隊の小隊（小隊長・高木３尉、安井曹長）は各種陣地（４．５型近ＳＡＭ用軽掩蓋掩壕×１、２.５
型指揮所用簡易掩蓋×１、近ＳＡＭ用露天掩体×３、人員用退避壕×２）を構築しました。 
 第３９９施設中隊の小隊（小隊長・西海２尉、長谷川３尉）は障害構成（大規模地雷原×２、対戦車壕１９０ｍ×
１、道路閉塞×１）及び障害処理（９２式地雷原処理車）を実施しました。 
 各中隊は与えられた任務を施設科としての執念と実行力をもって完遂しました。 
今後も施設技術の向上と高度な練度を保持するべく日々練磨し精強な施設科中隊を創りあげていきます。 

MINIMI試射（３９９） 施設警備（３９９） 施設警備（３９８） ８４RR射撃動作（３９８） 

重材料運搬（３９８） 4.5型軽掩蓋掩壕（３９８） 先行班の偵察（３９９） 
地雷原処理をする 
MBRS（３９９） 

地上設置型構築物（３９８） 

2.5LPの枕材設置及び本体部構築 
（３９８） 

油圧ショベルの特性を説明
（３９８） 

屋根型鉄条網構築（３９９） 

土嚢を使用した排水設備 
（３９９） 

屋根型鉄条網と底鉄条網の 
複合化障害（３９９） 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
山
下
１
佐
）
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令
和
６
年
４
月
15
日
（
月
）
～
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日
（
木
）
の
間

「
令
和
６
年
度
方
面
施
設
技
術
集
合
訓
練
」
を
担
任
実
施
し
ま
し
た
。 

本
訓
練
の
目
的
は
、
方
面
直
轄
部
隊
及
び
師
・
旅
団
の
施
設
科
隊
員
に
対
し
て
、
陣
地
構
築

、
障
害
構
成
及
び
交
通
作
業
に
関
す
る
基
本
的
技
能
の
普
及
と
陣
地
構
築
能
力
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。 

 

第
３
９
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設
中
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隊
長
・
神
谷
１
尉
）
は
「
地
上
設
置
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築
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Ｌ
Ｐ
）
」
、

「
指
揮
所
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
（
２
．
５
Ｌ
Ｐ
）
」
、
「
施
設
器
材
（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
中
型

ド
ー
ザ
）
」
の
教
育
を
担
任
し
ま
し
た
。 
 

「
地
上
設
置
型
構
築
物
（
Ｌ
Ｐ
）
」
は
、
位
置
の
選
定
、
監
視
方
向
の
選
定
、
本
体
部
の

構
築
等
を
展
示
を
交
え
て
教
育
し
、
「
指
揮
所
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
（
２
．
５
Ｌ
Ｐ
）
」
は
安

息
角
を
考
慮
し
た
位
置
の
選
定
、
枕
材
の
設
置
要
領
、
本
体
部
の
構
築
ま
で
を
実
習
を
主
体

と
し
て
実
施
し
、
「
施
設
器
材
」
の
教
育
で
は
各
器
材
の
特
性
、
能
力
、
安
全
管
理
事
項
等

に
つ
い
て
教
育
し
ま
し
た
。 

 

第
３
９
９
施
設
中
隊
（
中
隊
長
・
松
村
１
尉
）
は
「
排
水
設
備
の
維
持
・
補
修
」
、
「
蛇

腹
鉄
条
網
の
構
築
」
及
び
「
屋
根
型
鉄
条
網
の
構
築
」
を
担
任
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
全
般
説
明
を
し
た
の
ち
実
施
し
た
屋
根
型
鉄
条
網
の
構
築
実
習
で
は
底
鉄
条
網
と

複
合
化
す
る
こ
と
で
障
害
効
果
を
増
大
さ
せ
る
要
領
に
つ
い
て
施
設
科
的
見
地
か
ら
教
育
を 

行
い
ま
し
た
。 

 

土
嚢
を
使
用

し
た
排
水
設
備

の
維
持
・
補
修

で
は
そ
の
構
築

、
設
置
要
領
を

展
示
・
説
明
し

た
の
ち
に
実
習

と
な
り
、
千
鳥

に
土
嚢
を
積
上

げ
る
の
に
苦
労

す
る
隊
員
も
見

受
け
ら
れ
ま
し

た
。 

 

群
は
日
本
最

大
の
施
設
科
部

隊
第
３
施
設
団

の
基
準
杭
と
し

て
、
こ
れ
か
ら

も
技
術
の
練
磨

と
研
究
心
を
も

っ
て
訓
練
に
邁

進
し
て
行
き
ま

す
。 



 令和６年４月１日（月）、第１２施設群（群長・山下１佐）は、最先任交代式及び最先任離着任行事を実施しま
した。まず始めに交代式において群長は、離任する第８代最先任上級曹長 田岡准尉の紹介において、「令和４年
度群訓練検閲を始め各種訓練において、常に実践を意識した基礎動作を念頭に、積極的な現場進出を図り、任務の
特性に応じた的確な隊員への指導により群の任務達成に貢献する等、在任間における数々の功績に対して重ねて敬
意を表すとともに、今後益々の発展と活躍を祈念する。」と述べられました。 
 次に、着任する第９代最先任上級曹長 西原准尉の紹介において、「温厚な人柄であり、曹士諸官の良き指導者
として能力を発揮してくれるものと確信し、曹士の活模範として上級曹長制度の目的及び趣旨に沿った善導により
、陸曹の積極的かつ主体的な任務遂行のための意識改革・活性化を期待するとともに、本職の要望事項である「挑
戦」「信頼」を具現徹底して「上位下達 下位上達」を旨とし、第１２施設群の精強化に前進してくれることを期
待する。」と述べ、最先任交代式を終了しました。 
 その後、最先任離着任行事が准曹士隊員が注目する中で行なわれ、田岡准尉は、「離任するに当り、上番以来、
約２年間「協力」を呼びかけ、群長を始めとする関係上司・同僚・後輩のみなさんの協力おかげで群は成長できた
と感じています。 
 これからもみなさんが群の核心となり、各人の地位・役割を踏まえた自身のあるべき姿を考えるとともに、群長
企図を具体化し任務を達成するために、皆さんの心を１つにし、力を合わせて任務を遂行して下さい。 
そして新たな態勢になりますが、新最先任を核心とし、更なる精強１２施設群を築き上げるとともに、上級曹長制
度を引き続き活性化できるよう宜しくお願いします。」と述べ、西原准尉へ識別章を引継ぎ、田岡准尉は、会場を
後にしました。 
 着任した西原准尉は、「上級曹長制度が施行され約１０年が経ち、歴代の先輩最先任が築き上げてきた歴史や伝
統を継承すべく努力していく所存です。 
 各人が自分の地位・役割りの中で、あるべき姿を自ら考え、自ら学び、失敗を恐れず積極的に行動に移し、問題
を克服して行くことが、任務達成には重要です。 
 そのため、要望に「成長」を掲げ、皆さんが日々問題意識をもって訓練等に臨み、私自身も皆さんと向き合い、
共に考え、自らを律して、皆さんを感化できる存在になれるよう成長していきます。 
 また、伝統を継承し精強な第１２施設群を一緒に築き上げて行きましょう。」と力強く述べました。 
第１２施設群は、群長を核心とし、新たな態勢で、さらなる精強化に日々邁進してまいります。 

第１２施設群最先任上級曹長交代 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
山
下
１
佐
）
は
、
６
月
５
日
（
水
）

「
い
わ
み
ざ
わ
環
境
週
間
」
及
び
国
が
定
め
る
「
環
境
月
間
」
に

お
け
る
美
化
活
動
と
し
て
道
路
の
除
草
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
岩
見
沢
市
が
実
施
す
る
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
づ

く
り
に
向
け
た
活
動
の
推
進
及
び
団
体
活
動
、
事
業
活
動
へ
の
意

識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
岩
見
沢
駐
屯
地
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
参
加
し
た
も
の
で
す
。 

 

活
動
に
は
曹
友
会
99
名
、
修
親
会
30
名
、
計
１
２
９
名
の
隊
員

等
が
参
加
し
、
当
初
、
曹
友
会
長
（
松
永
准
尉
）
に
よ
る
安
全
教

育
及
び
各
作
業
場
所
・
作
業
内
容
の
説
明
を
実
施
し
た
後
、
岩
見

沢
駐
屯
地
正
門
前
の
道
路
（
道
道
岩
見
沢
桂
沢
線
）
の
草
の
除
去

及
び
ゴ
ミ
の
回
収
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
は
環
境
美
化
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
常
日
頃
か
ら

環
境
美
化
に
努
め
、
地
域
か
ら
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
と
と
も

に
、
更
な
る
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

「い
わ
み
ざ
わ
環
境
週
間
」及
び
国
が
定
め
る 

「環
境
月
間
」に
お
け
る
美
化
活
動
と
し
て
の 

道
路
の
除
草
を
実
施 

 

整備後の道路 作業の様子 

集合写真 

群長より紹介 握手を交わし交代 西原准尉  田岡准尉 



隊 友 会 だ よ り 

 隊友会岩見沢支部は７月１７日（水）の早朝、駐屯地の実施する夏の交通安全運動（７月１３日～２２日）にちな
み岩見沢駐屯地前にて部隊と合同で「旗の波作戦」を実施しました。 
 支部隊友７名は岩見沢駐屯地正門前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊員とともに通過する車両に交通安
全をよびかける黄色の「交通安全旗」の旗振りを実施して安全運転の呼びかけを行いました。本行事は全国的な交通
安全運動の実施に基づき、岩見沢駐屯地が行っているものです。駐屯地前の道路を通過する車両に対して安全運行啓
発の旗振りを力強く行いました。 
 約３０分間の短い時間ではありましたが、年齢５６歳から７５歳までの隊友は元気に旗をはためかせました。通行
した車両約２６０台の中には笑顔で旗振りに応えるドライバー・同乗者がおり意義のある運動となりました。本行事
参加を通して支部は、岩見沢駐屯地とともに飲酒運転根絶・シートベルトの全席着用等交通安全意識の向上に寄与す
る事ができました。 
 また、啓発運動を終了して隊内に戻る際、営門付近の道路上にて、約２０人の部隊が戦闘服姿で一丸となり女性隊
員の大きな号令の下、全員元気に間稽古をしてる姿に出会いました。隊友は若かりし頃を思い出し深い感動を覚えま
した。そして駐屯地の精強さを確認できました。 
                                        隊友会岩見沢支部 
                                         

岩見沢駐屯地の実施する夏の交通安全運動への参加 
                隊友会岩見沢支部 

 （１）隊友会岩見沢支部は新緑の好天に恵まれた５月２５日（土）、市内のホテルにおいて、総会出席３０名、委任
８３名の合計１１３名の会員参加の下に令和６年度定期総会を開催しました。 
 総会は国歌斉唱、物故会員５名への黙祷、藤原支部長の挨拶の後、令和５年度事業（会計決算）報告、６年度事業計
画（会計予算）案について事務局より担当役員から説明報告が行われました。出席会員一同約１時間にわたる真剣な審
議の結果、会議案原案通り承認・可決されました。 
 総会の最後には支部入会後５年間にわたり支部活動に功労のあった１０名の会員へ支部長より表彰状が授与されまし
た。 

令和６年度岩見沢支部定期総会と懇親会の実施               

 （２）総会終了後は恒例により懇親会を実施しました。会員３２名、部外からは松野岩見沢市長、渡辺衆議院議員、
募集相談員会長、家族会会長、市議会議長、岩見沢駐屯地からは駐屯地司令兼ねて１２施設群長 山下１佐、業務隊長
等の駐屯地の指揮官幕僚・先任上級曹長等の２１名、合計５３名の参列を得て盛会に開催することができました。 
 来賓の祝辞の中では、平素から駐屯地と市民のかけ橋として地道に活動を続ける隊友会支部会員へ期待と感謝の意が
述べられました。祝宴の各テーブルでは、部外の来賓の方を含め会員と現職との間で生活や仕事上の悩み相談などの会
話で非常に盛り上がった状況が見られました。 
 最後に会員と岩見沢駐屯地部隊、来賓の方々ともに益々の健勝と活躍を誓い合い松平業務隊長による万歳三唱をもっ
て終了しました。 

総会開始時の様子 

懇親会参加者集合写真 渡辺総務副大臣と真剣に会話する司令 

司 令 渡辺副大臣 

副群長、市議会議員と楽しく懇談する 
家族会支部長 

副群長 市議会議員 

家族会支部長 

「旗の波作戦」記念撮影 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

松 浦  淳 一 

エックス インスタグラム ホームページ 岩見沢駐屯地の活動や訓練、イ

ベント情報などを随時更新して

います。 

是非ご覧になって下さい。 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 五十嵐 一朗 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 
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